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学校関係者評価

主担当 成果 課題 改善策等 自己評価の適切さ

①　全員が公開研究授業を行い、批
評しあうことで、教科指導力の向上を
図るとともに、教科目標を再確認し、
教員間で共有することで授業に生か
す。

教務

教員全体で、研修目的の公開授業を実施する共通
理解が得られ、１人１回の公開授業が進行してい
る。授業を公開し、批判し合うことに抵抗感が無く
なった。

Ｂ
公開授業以外で指導力向上
のために取り組む目標設定が
必要である。

次年度に向け、教科で授業の内
容について具体的な目標設定を
し、取り組む。

②　大学入試問題研究を実施し、授
業に反映させる。また、冊子にまとめ
生徒に配布する。

進路
各教科担当者が神戸大学入試問題研究を実施し、
冊子にまとめ、希望生徒に配布した。教員の入試
問題に対する理解が進んだ。

Ｂ

難関大学入試問題を解く力が
生徒の身に付くには授業段階
終了後、演習を重ねてであ
り、授業の中では取り扱いが
たい。

教員の入試問題研究を旨として
いるので難関大学を取り扱わざ
るを得ない。現状を維持する。

③　生徒による授業評価を実施し、
授業の改善を行う。

学力向
上

全学年を通じて８割以上の生徒が授業に満足して
おり、学年が上がるに従って授業の理解度も増して
いる。

Ｂ

学年が上がるにつれて授業
への理解度が進むが、高校初
学の段階では高校の授業理
解が困難。生徒の習熟度に差
があり、同様に理解満足を得

中学の授業との落差を縮めつつ
も、最終的な学力保障を考えて
現状を維持する。

１年
８時10分開始の朝学は、1日の落ち着いたスタート
と生徒の自主的な学習習慣作りに成果がみられ
た。

Ｂ
学習内容の高度化や学習量
の増加にともない徹底できにく
い生徒が増加している。

学習集団としての規律やレベル
を保ちつつ、個に応じた指導をさ
らに徹底する。

２年
「あてはまる」「おおむねあてはまる」の回答が70％
を超えており、学習習慣の定着及び授業へのス
ムーズな移行手段として効果があった。

Ｂ
３０％弱の生徒が学習への取
り組みが甘く、朝学の意義を
理解できていない。

受験は団体戦である。クラスとし
て取り組みを推し進めるととも
に、内容を進路目標に即したも
のにかえていく。

３年
おおむねあてはまる以上の回答をした生徒が2年
次より若干増えている。進路決定の時期が近づい
たこともあり意欲的に取組み有効であった。

Ｂ
朝学習の意義を理解せず、予
習や課題に取組んでいる生徒
もいた。

朝学習の意義を理解させたうえ
で、自主的にかつ継続的に学習
に向かわせる姿勢をつくる必要
がある。

進路

学年が進むにつれて小集団授業の効果が現れて
いる。職員室前廊下の長机が面談・個人指導に奏
功している。

Ｂ

１年生では小集団授業が少な
く効果が実感し難い。教員が
多忙となり、個人指導の時間
が取りにくい。

本定員教員配当数の増加。

１年
普段の授業を大切にし、基礎基本の定着を念頭に
置いて指導してきた。授業に対する生徒・保護者の
評価も良好。

Ｂ
個に応じたきめ細かい指導が
不十分。

授業形態、個別指導など生徒の
学力や進路希望に応じた指導を
さらに工夫する。

２年
学力不振者への補習、上位者へのノート添削等、
個々の学力・進路に応じた学習指導を継続的にお
こなうことができた。

Ｂ

物理的な問題として、指導対
象が限定的になってしまい、
個に応じたきめ細かい指導と
まではいかなかった。

わかる、できることの喜びを感じ
る授業の工夫とともに、より効果
的な個別指導の方法を工夫す
る。

３年

生徒は小集団の授業効果を認めており、生徒も保
護者も８５％が授業に満足している。添削指導や志
望校別補習など生徒の学力向上のサポート体制
は整っている。

Ａ
基本が十分理解できていない
生徒への指導が不十分であ
る。

教員の多忙な状況を緩和する方
策の研究

③　専門科目の確実な定着を図るた
め、特に「英語」「情報処理」の全商
主催検定試験の合格率の向上を図
る。

商業
国経

　　　　検定試験名　　合格　　受験　Ｈ２２　　Ｈ２１
１級電卓珠算実務検定５１／　７２（７１％）←７７％
１級ワープロ実務検定 ３６／　９１（４０％）←４７％
１級簿記実務検定試験５４／　９１（５９％）←６３％
１級英語検定試験　　　８１／１５８（５１％）←３６％
１級情報処理検定試験６３／１５０（４２％）←３２％
１級会計実務検定試験　２／　　９（２２％）←－－
１級商業経済検定試験　２１／２８（７５％）←５６％

１級５１%
Ｃ

本年度重点目標であった、英
語検定・情報処理検定の１級
取得率を大幅に上げることが
できた。関連科目担当者を固
定したことや、関係教科の協
力、機器の更新・検定実施回
数の増加（英語）など複合的
な要因だと考える。

１級取得率も昨年度４７％から
僅かに上昇した。報告が昨年度
よりも遅くなり検定実施も終了し
ており、より正確なデータが提示
できた。ただ補習時間が増えて
いるので:兵庫県のリーダーとし
ての自覚を持たせ、自学自習の
習慣も定着させたい。
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学習習慣の定着、個別指
導や補習等の指導がしっ
かりなされていると思われ
る。検定試験の合格率も
向上している。故に自己評
価は適切である。ただ学力
向上の成果が分かる資料
をもう少し用意していただ
きたい。

授業力の向上に関して、成
果が上がっていると思われ
るので、自己評価は適切で
ある。公開授業が定着し、熱
心に取り組んでおられる。小
野高の生徒はよく頑張って
いる。授業力の向上では高く
評価が出来る。生徒の授業
への満足度、理解度は高く、
成果が上がっている。ただ
「あてはまる」という回答は少
なく、改善の余地はあると思
われる。

す
べ
て
の
生
徒
の
学
力
の
向
上

①　朝の学習や課題提出の徹底によ
り、日々の学習習慣の定着を図る。

②　個別指導・補習等での学力不振
者への指導や、少人数授業・ノート添
削等、個々の学力・進路に応じた指
導を行う。

Ｂ

Ｂ
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自己評価（Ａ：よくできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｄ：できなかった）

授
業
力
の
向
上

年度努力事項と具体的取り組み

重点事項：学力の向上による進路保障

評価



進路
２年下半期に担任等との面談の中で次年度受験す
る大学等を決定し、将来への展望を深める。 Ｂ

志望校を絞り込める生徒には
好評であるが広い範囲で進路
を考えなくてはならない生徒に
は難しさも伴う。

早い段階での志望を固めること
は大切であり、届後も継続指導
していく。

２年
担任、学年団が生徒、保護者とともに進路を考えて
いくよいシステムである。生徒は７５％、保護者は９
０％近くが肯定的に捉えている。

A
妥協せずにどこまで真剣に第
一志望を考えたか、生徒間に
も温度差がある。

２年次での志望決定は意味があ
るが、大切なのは届後の指導。
どこまで生徒に第一志望にこだ
わらせ、学習を継続されられる
かである。

３年

生徒の７５％、保護者の９０％が役立つと回答して
おり、担任との二者面談や、７月と１２月の三者面
談の資料として利用できた。全生徒との主任面談も
実施できた。

Ａ
志望と学力がかけ離れている
生徒への有効な指導方法を
考える必要がある。

届後の自己実現に向かう姿勢、
学習状況、成績推移をふまえど
のようにサポートしていくかを研
究する。

進路
学年での成績検討は十分である。教科では英語科
が全校実力テストを実施し、学年間にまたがる評
価、成績検討を行えたが、教科によっては他学年
生徒を十分には把握し切れていない。

Ｂ

データ検索システムのライセ
ンス数が十分とは言えず、学
年にはライセンス交付が可能
であったが、教科までには交

資料作成要員の確保、会議時
間の確保が必要である。

１年
考査や模試の結果を教科・学年で共有し、生徒の
実態や課題を以後の指導に生かしたり、面談を実
施して生徒にフィードバックした。

Ａ
生徒自身が自ら課題意識・進
路意識をもって行動するまで
には至っていない。

生徒一人ひとりの進路希望に応
じた指導の成果が上がるよう、
学年・教科の連携をさらに徹底
する。

２年
模試毎に教科の分析結果を学年で共有して指導
や面談に生かすとともに、志望校検討会を実施し、
三者面談での指導に役立てた。

Ｂ
教科毎の分析をどのように的
確に生徒へフィードバックさせ
るかが課題である。

教科担当だけになく、学年団が
生徒の現状が把握し、教科を超
えた集団指導を行っていく。

３年
約７５％の保護者が進路情報の提供に満足してお
り、８月と１２月の２回の成績、進路状況確認会を
実施し、三者面談や生徒の指導に役立てた。

Ｂ
教科毎の検討結果を担任・生
徒にどのようにフィードバック
していくが課題である。

学年の枠を超えた検討会の実
施と会議の時間の確保が必要
である。

③　大学合格者数の目標を設定す
る。
　（東大５、京大１０、阪大２０、神戸３
０）

進路
３学年進路確認会等で目標設定。志望者数を確認
した。 Ｂ

数値設定は行えたが、１２月
現在では年内推薦合格者し
か報告できない。一般入試に
ついては３月下旬の報告とな
る。

４大学受験者数を増すように配
慮する。
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②　学年は成績状況確認会や成績
検討会を実施し、面談等で指導に生
かす。教科でも研修を行い、具体的
な対策をねり教科指導に生かす。

①　面談を実施すると共に第1志望
届を提出させる。

進
路
実
績
の
向
上

進路指導の体制はしっか
りと整えられ、生徒、保護
者の満足度も高い。自己
評価は適切であると思わ
れる。

Ｂ
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学校関係者評価

主担当 成果 課題 改善策等 自己評価の適切さ

①　「生活３原則」の徹底。特に、登
校時の遅刻者数を年間０にする。

生徒
指導

登校時の遅刻は、２学期終了時で１日あたり0.26
人であり、昨年の0.13人を上回った。目標であった
年間０から遠のいた。

Ｃ
寝坊が理由の遅刻常習者が
無くならない。

全校集会・学年集会等で生徒に
訴え規律ある生活を確立させる
必要がある。また、常習者には
個別指導が必要である。

生徒
指導

全体の入部率が９０．３％であり、近年では最高で
ある。生徒は学習と部活動の両立を目指し、日々
熱心に取り組んでおり、運動部・文化部ともに成果
を残している。

Ｂ
半数近くの生徒が両立できて
いないと感じており、時間の使
い方に課題がある。

部顧問・担任・教科担当の連携
を今以上密にし、文武両道を支
援していく必要がある。

１年
学年末で95%の生徒が部活動（生徒会役員も含む）
に所属し、精力的に活動して成果を上げるとともに
学習との両立に努めている。

Ａ
特定の生徒や部活動で課題
の提出状況が不十分な場合
がみられた。

時間の有効利用や授業の徹底
理解など自主的に生活・学習管
理ができるよう指導する。

２年

ほとんどの生徒が文化部、運動部に加入しており、
短い時間を有効につかって、文武両道に取り組もう
としているが、実際に「両立できている」と感じてい
る生徒は５０％を切っている。

Ｂ

文武両道と言いながら、学習
への取り組みの甘さを部活動
に転嫁している生徒の割合が
決して低くない。

各部において、物理的に学習時
間を確保できる部活動計画や配
慮を要請する必要がある。

③　マナーアップ運動・全員参加の
朝のあいさつ運動を実施する。

生徒
指導

「マナーアップ運動（６月、１１月）」・「全校生挨拶運
動」ともに予定どおり実施した。 Ｃ

生徒の意識を高めることがで
きず、特にあいさつ運動は全
員参加が目標であったが、達
成できていない。

「マナーアップ運動」と「全校生
挨拶運動」の問題点について分
析し、あり方について再検討す
る。その上で学校全体での取り
組みに対する意識の向上を図
る。

①　災害ボランティア等へ参加する。
生徒
指導

今年は、復興支援活動や募金活動を行う機会がな
かった。２年前から実施しているエコキャップ回収
運動は継続しており、今年度は２学期までで32,395
個集めることができ、昨年を１万個上回った。

Ｃ

昨年は２つの部活動が災害ボ
ランティアに参加したが、今年
は機会がなかった。そのた
め、ボランティア意識を向上さ
せる取り組みなされなかった。

年度当初の部長会議でボラン
ティア意識の向上に努める。そ
の上で、災害発生時には、生徒
会を中心に広報活動を行い、生
徒の自発的な参加を呼びかけ
る。

②　学校周辺の清掃活動を実施す
る。

生徒
指導

年２回（６月、１２月）のクリーンキャンペーンを神戸
電鉄と連携し、予定通り実施した。２回目の時は２
５２名の生徒が参加し、これまでの最高人数とな
り、有意義な活動になった。

Ｂ

参加生徒は、ほとんどが部活
動を通じての参加であり、個
人が自主的に参加する生徒
が少ない。

事前にクリーンキャンペーンに
対する意識向上を図る取り組み
を生徒会を通じて考えていきた
い。

③　様々な地域貢献事業を実施す
る。

総務
当初計画にあげていた事業に参加し、参加してい
ただいた方々から好評を得ることができた。 Ｂ

次年度も時代の変化、地域の
要望と生徒の実態に合った地
域貢献事業の計画を立てる必
要がある。

地域貢献事業について、全職員
に取組みの意義を徹底する。ま
た計画実施にあたって事前の地
域へのＰＲに努める。

①　１年次携帯やネット上の人権侵
害問題（いじめ等）についての人権
ホームルームを実施する。１年当初・
３年次終了前の２回人権アンケート
を行う。全校生を対象に人権映画会
を行う。

人権

　映画会『with…若き女性美術作家の生涯』は、生
徒にとって「どう生きるか」を深く考えさせることがで
きた。
　１年生は「生き方ホームルーム」を含めて、ネット
上の人権問題に関して学習する機会が多く持て
た。

Ｂ

講演会や研修会、アンケート
調査等の実施時期の検討
や、情報モラルの育成やより
高い人権意識の向上に努め
たい。

　講演会等を１１月まで（３年生
カリキュラムに対応）に実施し、
諸々の人権侵害問題について
啓発する。
　特に１年生は、早期に人権感
覚の向上に繋がる取り組みを実
施する。

②　国際交流を通じ、世界には様々
な価値観が存在することを認識させ
る。

国際
理解

オーストラリアでの研修は例年通りスムーズに実施
できた。 Ｂ

現地での課題研究に対する
取り組み方を、引率教諭と事
前に確認しておくべきであっ
た。

受け入れ校の担当者によってプ
ログラムの内容が大きく変わる
ので、担当者同士連絡を密にす
る。

③　教育相談・研修会を実施する。 保健
研修及び教育相談により悩みや不安を抱えている
生徒や、この生徒に対処する保護者、教職員がア
ドバイスをうけ問題解消の軽減ができた。

Ｂ
対象生徒への教員や周囲の
生徒の適切な対応が課題で
ある。

教員や周囲の生徒がよき理解
者・支援者になるような取り組み
を継続して研修し実施する必要
がある。
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重点事項：豊かな人間性を持った生徒の育成

年度努力事項と具体的取り組み

規
律
あ
る
態
度
の
育
成

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
実
施

人
権
教
育
の
充
実

②　部活動の活性化を推進しながら
も学習との両立を図る。（文武両道）

ボランティア体験の充実に
ついては、災害ボランティ
アにこだわらない方が良
い。小野高の地域への貢
献度は高い。もう少し高い
評価でもよいように思われ
る。

人権教育、国際理解教育
にしっかりと取り組んでお
られると思われる。生徒、
保護者の評価も高くなって
いる。自己評価は適切で
ある。

Ｂ

Ｂ

全体としてBの評価でよい
と思われる。ただ生徒指導
の目標は高く、評価が厳し
いのではないか。高い目
標は教職員に共有化され
ているであろうか。検討し
ていただきたい。遅刻への
指導、マナーアップへの指
導について、十分でない要
因を分析して示していただ
きたい。

自己評価（Ａ：よくできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｄ：できなかった）

Ｂ

評価
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学校関係者評価

主担当 成果 課題 改善策等 自己評価の適切さ

①　本校をアピールするために、ホー
ムページの改善と内容を充実させ、
アクセス回数を増やす。

情報
保護者アンケートの結果をみても内容が充実して
きた事がわかる。更新を頻繁に行った結果、1日の
アクセス回数も２００～３００回と増加した。

Ａ
内容でさらにレベルの高いも
のを目指す。担当者に時間と
作成能力に限界がある。

ビデオや写真等資料の収集方
法を考える。HP上でのアンケー
トシステムを作成し、その結果を
反映させる。

②　新型インフルエンザ等、緊急の
連絡体制を確立する。そのために、
携帯メールの登録者数を増やすとと
もに配信内容を充実させる。

総務
情報

携帯メールによる連絡のシステムも定着し、正確か
つ迅速な連絡ができた。インフルエンザの流行は
今年度はなかったが「緊急連絡体制は確立されて
いるか」という問に関する保護者・教員アンケート
の結果からは、完全に連絡体制が確立されている
とはいえない。

Ｂ

家庭の事情で携帯メール連絡
網を利用できない場合があ
る。１００％の確率で迅速な連
絡ができるシステムを考える
必要がある。

送信のみでなくデーターの収集
ができるようなシステムを構築す
る。

保健
図書

例年通り「図書館報」を3回発行した。「図書通信」
を18回発行した。新規購入図書の紹介を画像情報
を主とする形式で、カラープリンターによるカラー印
刷でクラス掲示しHPにも掲載した。発行日に入場
者数が目に見えて増える効果があり、成果があっ
たと判断している。またブックフェアを2回開催し、生
徒の手による広報・情報発信を行った。

Ａ
さらに生徒自身の手による活
動を充実させる。

インターネットを活用できる施設
整備。リファレンス活動の充実。

１年
学年行事の内容、成果などを積極的にHPに掲載し
た。 Ｂ

「行事」以外の内容が掲載で
きなかった。

学年行事に限らず、学年ページ
を利用して、学年情報を効果的
に保護者に知らせるシステムを
構築していく必要がある。

評価はおおむね適切であ
る。

２年
ＰＴＡ総会と教育懇談会での冊子配布。学年行事
のＨＰへの掲載。携帯メールによる成績票配布連
絡。

Ｂ
学年ＨＰの有効利用ができて
いない。

保護者への情報発信の手段とし
て、学年ＨＰや携帯メールの有
効利用を更に進めていく。

３年
学年からはＰＴＡ総会と教育懇談会の２回、学年か
らの状況説明の冊子を配布した。 Ｃ

学年HPの活用、通信の発行
はできていない。

行事だけに限ることなくHPの有
効利用、学年通信の発行を行
う。

①　生徒事故防止のための危機管
理研修会を実施する。

総務

２学期に情報図書部主催で情報セキュリティの確
保に関する職員研修会を持った。この研修を通し、
生徒をはじめとする個人情報の保護の必要とその
ための様々な対策を学ぶことができた。

Ａ

研修を受けた直後は、情報の
保護などに関し、意識はでき
るが、それが個人のレベルで
とどまっていたり、緊張感が継
続できていない。

今後継続して、情報保護などに
関する研修をすすめる。また事
故防止のための体制づくりをす
すめる。

②　学校評価についての職員研修会
を実施する。

学校
評価

重点項目に対する具体的な取り組みの一部を実際
の教育活動にあった内容に直した。また、教職員
の学校評価に対する理解と意識を高めるために、
教職員対象の中間評価アンケートを11月に実施す
るとともに、2月には自己評価を資料とした職員研
修会を実施した。

Ｂ

昨年で学校評価研究指定が
終了し、評価アンケートや学
校評価シートの定型が出来上
がった。今後はアンケート結
果や各部・学年の自己評価を
来年度に如何に生かしていく
かが課題となる。

学校評価アンケート等を年２回
以上実施する。教職員アンケー
トの項目を絞り込む。重点事項
や年度努力事項及び具体的に
取り組みを早期に決定し、学校
評価システムを確立する。

③　グループウエアーの活用として
スケジュールの利用から始める。ま
た、新しいグループウエアーを構築
する。

情報

新しいNetcommonsについて、本校のシステムの構
築はできた。来年度からの利用については、アン
ケート結果（C）からは，その利用による業務の改善
について、あまり期待はされていないようだ。

Ｃ
スケジュールを利用価値のあ
るものにする。無理やり利用
する環境は避けたい。

利用できるところから始める。
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重点事項：地域に信頼される学校づくり

ホームページについては保
護者の評価は高い。携帯
メールによる連絡システムも
整備されている。情報発信
にしっかり取り組んでおられ
ると思われる。ただＨＰのカ
ウントについては、内部から
の接続か外部からの接続か
を区別する必要がある。
ホームページについての回
答や保護者の意見、要望が
取り入れられている、という
項目について、「わからな
い」という回答がかなり多く
なっている。その要因を分析
し、改善を進める余地がある
と思われる。学校と保護者
の相互コミュケーションをと
るにはどうしたらよいかを考
えること、双方向性を考える
ことが大切である。

教
職
員
の
意
識
の
高
揚

危機管理や学校評価の研
修が実施され、成果を上げ
ているように思われる。自
己評価は適切である。ただ
しグループウエアの活用
はシステムの問題であり、
小野高では学校独自のシ
ステムが以前から使用さ
れている。C評価は妥当で
はないと思われる。

情
報
発
信
の
手
段
と
内
容
の
充
実

③　学年通信・保健だより・図書通信
などを定期的に発行し、ホームペー
ジに掲載する。

年度努力事項と具体的取り組み 評価

Ｂ

Ｂ

自己評価（Ａ：よくできた Ｂ：できた Ｃ：あまりできなかった Ｄ：できなかった）



①　キャリア教育を推進するため地
域の教育力を活用したインターンシッ
プを実施する。

イン
ターン
シップ
委員会

第２学年商業科・国際経済科の生徒全員が、８月
に３日～５日程度、北播磨地域事業所を中心に実
習を実施した。

Ａ

普通科生徒全員に対して授業
内容の説明を行い、選択希望
用紙を配布して、内容の周知
徹底を図った。さらに実施報
告書を各ＨＲ教室に置き、特
に１年生の意識の喚起を図っ
た。普通科の参加生徒数は伸
び悩んだ。

クラブ顧問に対して実施要領が
理解されていないという指摘が
インターンシップ委員会で指摘さ
れた。実施前に説明を行う必要
がある。

②　保護者等を講師とする職業講演
会や卒業生との座談会を実施する。

１年

職業研究の締めくくりとして保護者や外部講師16
名を招いて講演会を実施した。様々な職種での現
場の「声」を学ぶことにより、進路意識、職業観が
高まった。

Ａ 講師の選定。
職種と講師の選定を本校の生
徒の実態と進路希望に応じたも
のにする。

③　地元企業と連携し商品開発や地
域の課題の調査研究活動を実施す
る。

商国

「商品開発」は小野商工会等公的機関と連携した
「モデリングタウン小野」事業に２年生「ビジネス基
礎」や３年生「課題研究」で参加、「地域活性化策」
ではらんらんバスの利用者数増加のための提案、
三木市の外資利用による活性化や小野ビエンナー
レ開催提案等に取組んだ

Ａ

「商品開発」では、毎年安定し
て地元事業所の協力を得る仕
組みが定着してきた。「地域活
性化策」では、域外の機関等
との連携も図れるようになって
来た。

公的機関の協力を得ながら、有
効な商品提案を続けたい。ま
た、各学科の個性を発揮した課
題研究の展開を構築していきた
い。
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地域と連携した取り組みが
充実しており、特色ある教
育が展開されていると高く
評価できる。自己評価は適
切である。

地
域
と
の
連
携

学校関係者評価
＜評価方法について＞　成果、課題、改善策の記述は、明快でよく伝わってくる。ただその具体的な根拠、資料がないので、厳密にいえば、判断が難しい。従っ
て、「思われる」という表現にならざるを得ない。日常的に、記録を残し、資料を作成、保存することをていねいに進めていく必要がある。学校の自己評価結果を
外部に伝える工夫をさらにしていただきたい。どのようなプロセス、何を目標とし、どのような観点から評価されたのか、わかりやすく伝える工夫をお願いした
い。また進路実績の向上（進路）において、成績検討会が取り組みとして挙げられているが、これは進路の問題だけでなく、授業の問題、生徒の学力向上の問
題でもあるのではないか。努力事項の設定の仕方に少し疑問を感じたので、ご検討いただきたい。

Ａ


